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10月号

（通算第15号

97.9.25 

・当ネットワークより南へ徒歩5分ほど歩けば谷崎潤一郎の旧邸「椅松庵」が！

ポランティア募集

あなたの余った時間を、週一回でも月一回でも、ポランティアで生かしませんか。

車の運転できる方大歓迎です。

10月は引越しのシーズンです。仮設住宅の小物運搬のポランティア募っています。



近
隙
に
は
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と
の
団
体
の
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ろ
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ポ
ラ
ン
テ
ィ
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ゲ
ル
，
＇
フ
が
あ
り
ま
ず
，
そ
れ
ぞ
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に
得
立
の
分
野
が
あ
り
括
勁
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力
飲
，
a
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臣
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グ

ル
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プ
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よ
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て
、
協
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あ
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絆
決
ず
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ま

せ
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滸
区
K

の
上
な
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
区
役
所
の
地
坂

怜
祉
我
と
が
、
月
に
度
菜
ま

り
グ
ル
ー
フ
の
間
閉
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を
出
',9

令
い
来
国
の
固
辿
点
を
池
し

合
っ
た
り
｀
杓
報
交
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行
っ
て

い
ま
ず
c

ー
門
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が
用
炉
し

ま
ー
た
。
そ
の
中
の
つ
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
‘
'
プ
を
紹
介
し
ま
ず
。

東
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イ
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児
充
菩
拭

協
滋
会
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・
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一
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・
地
域
朋
け
令
い
ネ
＇
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ウ
、
タ

シルパーやクォメーションルーム（老人在宅介護110番）

当ネットワークでも活動をしている杯光了さんが代表を務める

活動人数

⑳名 4(）｝代、50オ代主婦が中心

活動目的

寝たきりや痴呆になったお年寄りをどう介

蔑すればよいのか，家族が倒れ、介超できな

くなった時施設をどう利用したらよいの力％福

祉事務所等公的機関への相談では、教えても

らえない民期の憐報介維者としての経験幅

h1現場での体誤研修を通して得た情報収
集している嚢料を提供することにより、介語の

必要なお年寄りを抱える人の役に寸ちたい，

活動場所

神戸市東灘区木山北町6「H2-l:J
電話（代表）078(431)6008

FAX (178(43ji(9111)8 

活動内容

l)相談

I這諷日，六瑾il10:00~16:00

柑談i這料炭所竜話いずれも可

2)学背会

老Iヽ屯祉施収、医症機喝等の屈滋見学

肖粘収集、加迎

3)講演会の曲催

4)家族交流会開催

5)1ム報チラシ作成と配布

ポ
ラ
多
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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今後とも持様方のご刑解と暖かい

ご協力をお頗いいたします3

如唸月21日から9月21)日までに、ご寄付1吋い33,018円と物

品3件をいただいた方たちです，

角田祠三、斉藤文夫、小林允子、岸本光正、阿倍野センターピ

ル（株）、山田孝彦、尼Ill洋子、松浦克彦、今西利一、西平屋

親睦会、涌元えみ子、国沢正、阿部キヌ子、安藤厖茂、栗本昭

子、松本1尊子、生垣富子、動氣会、中村輝男、中野美紀

（敬称略）

郵便振替
U座 01140-9-88648 
名称 東灘・地域劫け合いネットワク

銀行振込
さくら銀行
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障
害
者
（
児
）
日
常
生
活

用
具
給
付
．
交
付
．
修
理

浴
槽
・
混
彿
か
し
器
•
特
殊
使

器
・
マ
ッ
ト
・
拡
大
読
書
器
・
貼

計
・
ワ
ー
プ
ロ
・
フ
ァ
ッ
ク
入
・
火

災
警
報
器
・
歩
行
器
・
又
字
放

送
デ
コ
ー
ダ
，
＇
．
酸
素
吸
入

器
・
義
肢
・
装
具
・
中
い
す
・
屯

動
中
い
す
歩
行
杖
・
補
聴
器
・

人
工
喉
頭
兵
・
盲
人
安
令

杖
・
義
眼
・
眼
鍛
．
l

瓜
字
器
・
ス

ト
マ
用
装
具

窟下の手すり

日
常
生
活
を
快
適
に
す
る
た

め
｀
ま
た
家
族
の
介
護
を
容

易
に
す
る
た
め
、
こ
ん
な
サ
ー

ピ
ス
が
あ
り
ま
す
．

晋
用
は
所
得
に
ん
じ
て
。

円
か
ら
令
額
を
負
和
し
て
い

た
だ
き
ま
す
ゴ

麟―

老
人
日
常
生
活
用
具
給

付
・
レ
ン
タ
ル

特
殊
要
台
・
マ
ッ
ト
レ
ス
・
エ

ァ
ー
バ
ッ
ト
・
腰
掛
使
座
•
特

殊
尿
器
・
火
災
啓
報
器
・
白

勁
消
火
器
・
体
位
変
換
器
・

徘
徊
感
知
器
・
歩
行
支
援
用

具
・
入
浴
補
助
具
・
咀
磁
調

理
器
・
移
動
ltJ
リ
フ
ト

く
わ
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

各
区
役
所
の
福
祉
部
在
宅

支
援
課
ま
で

東
源

(
8
4
1
)
4
j
代

1

知
ら
な
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

知
っ
て
い
る
よ
う
で
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| 戸 ：ロニ誓□＇に変わる予定です。 （創影本町60)20)i4) ！会翌なし（手芸材料とお茶慕子 ' 

ー 会背：300円（お茶菓子代） は持ちより）

電話：（412).'l426（自宅） 咀揺(851)7叩

手芸一般パッチワーク・マクラメ叫

づl 二ごご：みんなでわいわI心 ・；刈;', 1い楽しんでいます．

l. 
愈

|※三味線の出張します

お知り合いのサークルやと人会でも取り人れ
l ゞ~- ”一9一99,

てみませんかe

疇・立謡歌謡曲・何で,国 |歩行が不自由な方も座ったままで運動ができます。

応いっしょに歌う起に同じ問＜

ぬら歌わな損々 。

［付師，竜田俊彦さん他6名 哀 m 点祈

砦用：煎料 お問い合わせは当ネットワークまで。日時はご緒（こ

饂：（592)，9722 1 相談しましょう。
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7年 1
巳 月 火

0定期巡回、茶話会◇
本庄中央仮穀巡回第 2、第4月曜日

同茶話会第1、第3月曜日

六●第 5仮設巡回毎週水、士曜

六甲第2仮設巡同 毎週木曜日

，
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●ふれあいサロン； 

: （朦田外科）

:~ 
△月例連絡会

東灘・地域助け合いネットワーク

名078-843-4029
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， 9 9 9 9 
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△市民連合助けあ；i ●美術館散歩
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こ
ん
が
こ
と
も
レ
ま
ず

ポ
ラ
ソ
テ
ィ
ー誓

饂
わ
ざ
わ
ざ
人
に
頼
む
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な
い
し
：

．．
 

で
も
や
っ
ば
り
自
分
で
は
で
き
な
い
し
：
・
：

こ
ん
な
こ
と
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
取
付

・衣
類
の
整
理

・ソ
フ
ァ
の
引
き
取
り

・タ
ン
ス
の
移
動

・カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
の
取
付

・
テ
レ
ビ
の
時
刻
合
わ
せ

・
電
球
の
取
り
替
え

・ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
か
け
直
し

・
フ
ト
ン
カ
バ
ー
の
付
け
替
え

・
荷
物
を
天
袋
に
整
理
す
る

八
月
の
仕
事
表
よ
り

ま
た
テ
ー
プ
ル
直
し
や
引

越
し
な
ど
の
依
頼
が
あ
れ
ば

可
能
か
下
見
に
も
伺
い
ま
す
。

そ
の
他
私
達
に
で
き
る
こ
と

は
協
力
し
ま
す
。
遠
慮
な
く

気
軽
に
お
申
し
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
こ
れ
ら
の
依
頼
に
協

カ
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す

f

吋

4
7

[
9
[.o
.
i.
.」

例
え
ば
生
活
支
援
で
は

こ
ん
な
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。
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茶
話
や
か
川
柳

気
を
ゆ
る
し
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
ね
ら
わ
れ
る

伊
藤
マ
ツ
子

五
十
年
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
さ
さ
え
た
ね
竹
本
茂

独
り
居
の
隣
の
音
に
安
堵
す
る

古
岡
吟
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東灘・地域助け合いネットワーク

〒658 神戸市東灘区住吉東

2-3-28 東灘区役所中庭事務il
TEL078-843-4029 

FAX078-842-2907 

e-mail 

tasukeai@m心．meshnet.or.jp

http :l/www1.meshnet.or.jp/ 

~tasukeav 

aぶ人9ユ心人」
つばきいっぺい

椿一平さん 26オ

神奈川県 川崎市在住
休
み
を
利
用
し
て
神
奈
川
か
ら
六
度
目
の
参
加

震
災
後
ニ
ヶ
月
目
の
九
五

年
一一面
べ
勤
め
先
で
あ
る
神

奈
川
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
か
ら

s

派
遣
さ
れ
、
当
ネ
ッ
よ
ソ
ー
ク

、
に
来
た
。

一
週
間
足
ら
ず
の

一
i
 

~

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
っ
た
。

神
戸
を
去
る
時
「
神
戸
で
し

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
来
な
い
人

に
な
ら
な
い
で
下
さ
い
。
」
と

言
わ
れ
た
事
が
今
も
心
に

ひ
つ
か
か
て
い
る
。
神
奈
川
に

．

戻
り
今
ま
で
余
り
興
味
の
な

か
っ
た
福
祉
の
こ
と
に
も
感

心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
仕
事

を
し
な
が
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー

三
級
の
資
格
を
取
っ
た
。
で

も
、
日
々
の
仕
事
と
自
分
の
生

活
に
追
わ
れ
、
ま
だ
地
元
で

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
参
加

で
き
て
い
な
い
。
そ
ん
な
中
、

神
戸
の
事
は
と
て
も
気
に
な

り
長
期
の
休
み
が
と
れ
る
と

神
戸
に
足
が
む
く
。
「
神
戸
の

事
は
見
届
け
る
義
務
が
あ
る

ょ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。
j

と
、
こ
の
夏
も
や
っ
て
来
た
。

苓
の
ぼ
く
は
、
神
戸
で
元
気

を
も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す
。
神

戸
に
来
る
と
、
人
間
の
力
っ
て

す
ご
い
な
ぁ
と
、
お
も
い
ま

す
。
」
と
言
葉
を
残
し
て
神
戸

を
あ
と
に
し
た
。
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